










質問に対する回答質問に対する回答
（治水その１）（治水その１）

第5回 熊野川懇談会

会議資料２

小森ダム
ニ津野ダム

風屋ダム

七色ダム

池原ダム

坂本ダム

猿谷ダム

主要ダム位置図

相賀流量観測所

１



＜回答 １＞＜回答＜回答 １＞１＞

＜第４回熊野川懇談会での質問＞＜第４回熊野川懇談会での質問＞

・洪水特性の図にダムの完成時期を明記して欲しい。・洪水特性の図にダムの完成時期を明記して欲しい。

２

熊野川の洪水特性熊野川の洪水特性
○流域平均４８時間雨量（相賀地点上流域）

H-Q式による算出○流量（相賀地点）
ダム完成時期 猿谷ダム

風屋ダム

二津野ダム
池原ダム

七色ダム 小森ダム

ダムによるピーク低減量

３

注 意
一部内容に変更があります。
詳しくは、第7回検討会の資料をご覧下さい。



＜回答 ２＞＜回答＜回答 ２＞２＞

＜第４回熊野川懇談会での質問＞＜第４回熊野川懇談会での質問＞

・熊野川の洪水特性について、説明して欲しい。・熊野川の洪水特性について、説明して欲しい。

４

熊野川の洪水特性熊野川の洪水特性
○流域平均４８時間雨量（相賀地点上流域）

○流量（相賀地点）H-Q式による算出

ダムによるピーク低減量

Aダムによるピーク低減量

B相賀実績流量の相違の検証

1)降雨の地域分布

2)降雨の時間分布

H02.9とH12.9

５

注 意
一部内容に変更があります。
詳しくは、第7回検討会の資料

をご覧下さい。



A.A.ダムによるピーク低減量（ダムによるピーク低減量（実績値実績値））

池原ダム地点(北山川)

坂本ダム地点(北山川)

1,739m3/s

池原ダム地点(北山川)

坂本ダム地点(北山川)

642m3/s

全流入量カット

上流でのカット等
によるピーク低減

H02.09.19洪水 H12.09.10洪水

６

5,272m3/s

2,818m3/s

計算流量＝ダム効果が無い自然河道を再現した場合の推計流量

A.A.ダムによるピーク低減量（ダムによるピーク低減量（推計値推計値））

ダムの低減効果

H02.09.19洪水 H12.09.10洪水

ダムでのピークカット現象

上流域と下流域のピークが重ならない現象

７

【相賀地点】

注 意
一部内容に変更があります。
詳しくは、第7回検討会の資料

をご覧下さい。



１）降雨の地域分布比較１）降雨の地域分布比較

H02.09.19洪水 H12.09.10洪水

十津川流域雨量 ＜ 北山川流域雨量

B.B.相賀実績流量の相違の検証相賀実績流量の相違の検証
○相賀地点上流域４８時間雨量

北
山
川
流
域

十
津
川
流
域

流域界

北山川流域を中心に平均的に分布

大台ヶ原
536mm

日出ヶ岳
522mm

薬師平
534mm

８

北
山
川
流
域

十
津
川
流
域

流域界

700mmを超える集中雨量

薬師平
764mm

日出ヶ岳
722mm

古川取水口
716mm

古川取水口
548mm

２）降雨の時間分布２）降雨の時間分布比較比較 ○相賀地点上流域平均雨量

4時間雨量
153.5mm

H02.09.19洪水

11時間雨量
158.9mm

H12.09.10洪水

B.B.相賀実績流量の相違の検証相賀実績流量の相違の検証

９

注 意
一部内容に変更があります。
詳しくは、第7回検討会の資料

をご覧下さい。



B.B.相賀実績流量の相違の検証相賀実績流量の相違の検証
H02.09.19洪水 H12.09.10洪水

種々の現象が生じる

同一の降雨規模 相賀地点での流量規模

降雨の地域分布 降雨の時間分布

15,504m3/s

6,277m3/s

10

注 意
一部内容に変更があります。
詳しくは、第7回検討会の資料

をご覧下さい。



＜回答 ３＞＜回答＜回答 ３＞３＞

＜第４回熊野川懇談会での質問＞＜第４回熊野川懇談会での質問＞

・現在のダムの堆砂量は想定以内か教えてほしい。・現在のダムの堆砂量は想定以内か教えてほしい。

11
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二津野ダム

風屋ダム

小森ダム

七色ダム

池原ダム

坂本ダム

猿谷ダム

ダム堆砂量累積値の経年変化ダム堆砂量累積値の経年変化

十津川流域 約２，９００万ｍ３ 北山川流域 約１，２００万ｍ３

熊野川河床調査委員会報告書（H17.3）より猿谷ダム堆砂量データを追加
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猿谷ダム堆砂状況
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＜回答 ４＞＜回答＜回答 ４＞４＞

＜第４回熊野川懇談会での質問＞＜第４回熊野川懇談会での質問＞

・地域の温暖化の傾向を調べたいので、流域の長期・地域の温暖化の傾向を調べたいので、流域の長期
の降水量のデータはあるか。の降水量のデータはあるか。

・長いスパンの傾向、地区の傾向が分かる資料を合わ・長いスパンの傾向、地区の傾向が分かる資料を合わ
せて提示して欲しい。せて提示して欲しい。
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熊野川熊野川

流域

北山川北山川

津

尾鷲

潮岬

和歌山

猿谷

雨量観測所位置図
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地球温暖化による雨量への影響（津）地球温暖化による雨量への影響（津）
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0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

昭
和

3
0
年

昭
和

3
5
年

昭
和

4
0
年

昭
和

4
5
年

昭
和

5
0
年

昭
和

5
5
年

昭
和

6
0
年

平
成

2
年

平
成

7
年

平
成

1
2
年

平
成

1
7
年

年
降

水
量

(
m
m
)

5

7

9

11

13

15

17

19

気
温

(
℃

)

年降水量

平均気温

地球温暖化による雨量への影響（尾鷲）地球温暖化による雨量への影響（尾鷲）
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地球温暖化による雨量への影響（潮岬）地球温暖化による雨量への影響（潮岬）
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和歌山
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地球温暖化による雨量への影響（和歌山）地球温暖化による雨量への影響（和歌山）
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猿谷ダム
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地球温暖化による雨量への影響地球温暖化による雨量への影響
気温気温
・上昇傾向が分かる・上昇傾向が分かる

年降水量年降水量
・減少・減少
・雨量は変化の振幅が大きくなっている・雨量は変化の振幅が大きくなっている
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尾鷲(気温) 津(気温) 潮岬（気温）
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